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一般会計ほか
８会計決算を認定
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決
算
の
概
要

■一般会計及び各特別会計別決算の状況 （単位：円）

差引残額（A）－（B）歳出総額（B）歳入総額（A）予算現額区　　　　　分

1,017,978,51334,031,730,06335,049,708,57637,004,436,280一 般 会 計

648,890,0139,401,801,22810,050,691,24110,189,430,000国 保

特

別

会

計

232,360,9881,938,871,9002,171,232,8882,092,400,000下 水 道

17,574,021199,589,245217,163,266211,000,000農 業 集 落

352,661,4706,096,699,8626,449,361,3326,598,360,000介 護 保 険

61,848,09087,031,683148,879,773163,500,000子育て支援

1,584,268627,565,992629,150,260642,676,000後期高齢者

471,186500,203971,389810,000須賀川財産

1,315,390,03618,352,060,11319,667,450,14919,898,176,000小 計

2,333,368,54952,383,790,17654,717,158,72556,902,612,280合 計

■最近2年間における一般会計及び特別会計の決算規模の推移 （単位：円）

歳　　　出歳　　　入
区　　　分

対前年比金額対前年比金額

101.734,031,730,063101.135,049,708,576一 般

28年度 95.718,352,060,11397.419,667,450,149特 別

99.552,383,790,17699.754,717,158,725計

105.833,463,806,779104.934,682,630,586一 般

27年度 109.019,168,502,558109.720,201,161,274特 別

107.052,632,309,337106.654,883,791,860計
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■企業会計決算の状況 （単位：円）

　歳入の対予算比は94.7％、収入率は98.2％で、前年度と比較すると3億6707万7990円増
加しました。科目別にみると、市税2億3902万3931円、県支出金4億8769万7525円、市債
5億6100万円、国庫支出金9212万9675円等が増加しました。一方、繰入金3億4084万
6534円、繰越金2億2125万9983円、地方消費税交付金1億7489万1000円、地方交付税
8288万8000円等が減少しました。
　財源区分の割合は自主財源42.7％、依存財源57.3％となりました。自主財源は、その中枢
である市税は増加したものの、繰入金等の減少により4億6546万9130円の減少となりまし
た。一方、依存財源は、地方交付税などが減少となりましたが、国庫支出金、県支出金、市
債等の増加により8億3254万7120円増加となりました。
　歳入の大部分を占める市税は、前年度と比較すると、個人及び法人市民税、固定資産税、
軽自動車税などで増加しており、市たばこ税など減少となったものもありますが市税全体で
は、増加となりました。

決算額予算額区　　　分
1,663,464,3751,644,000,000収益的収入

水道事業会計 1,530,997,3871,590,000,000収益的支出
125,100,520266,000,000資本的収入※
510,021,486705,000,000資本的支出※

※資本的収入が資本的支出に不足する額384,920,966円については、過年度分損益勘定留
保資金や減債積立金等で不足分を全額補てんしています。

一般会計の概要

市税
29.8％
市税市税市税市税税市税市税市税市税
22229.29.29.29.29.29.8％8％8％8％8％8％％％％8％％％％
市税
29.8％

自主財源計
42.7％

その他依存財源　1.6％

57.3％.3％3％％％3％％％％％
依存財源計
57.3％

県支出金
7.5％

市債
11.0％
市市債市債市債市債市市債市市
111111.11.11.11.1111.111111.1111.11 0％0％0％0％0％％％％％％0％％0％％％％
市債
11.0％

国庫支出金
13.1％

地方交付税地方交地方交地方交地方交地方交地方交方交地方地方交地方交付税付税付税付税付税税付税付税付税税地方交付税
20.2％

繰入金
3.5％

繰越金　3.5％

地方消費税交付金
3.9％

その他
自主財源
5.9％

■一般会計歳入決算状況 （単位：円）

対前年度比較増減27年度決算額28年度決算額区分
239,023,93110,193,069,58010,432,093,511市　税

自
主
財
源

△340,846,5341,561,743,0221,220,896,488繰入金
△221,259,9831,440,083,7901,218,823,807繰越金
△142,386,5442,232,860,1542,090,473,610その他自主財源
△465,469,13015,427,756,54614,962,287,416小計
△174,891,0001,533,760,0001,358,869,000地方消費税交付金

依
存
財
源

△82,888,0007,153,258,0007,070,370,000地方交付税
92,129,6754,488,417,2244,580,546,899国庫支出金
487,697,5252,149,976,7022,637,674,227県支出金
561,000,0003,287,600,0003,848,600,000市債
△50,501,080641,862,114591,361,034その他依存財源
832,547,12019,254,874,04020,087,421,160小計
367,077,99034,682,630,58635,049,708,576合　計

■市税収入の状況（一般会計） （単位：円）

対前年度比較増減27年度決算額28年度決算額区分
76,654,9553,323,755,6783,400,410,633個　人市

民
税

48,948,231967,002,0871,015,950,318法　人
125,603,1864,290,757,7654,416,360,951小　計
84,803,1664,854,897,7524,939,700,918固定資産税
39,430,819180,543,116219,973,935軽自動車税
△11,260,896522,614,167511,353,271市たばこ税
△2,916,7002,916,7000特別土地保有税
△54,55021,855,95021,801,400入湯税
3,418,906319,484,130322,903,036都市計画税

239,023,93110,193,069,58010,432,093,511合　計

市民税
42.3％

法人
9.7％
法人法人法人法人法人法人人人法人法人法人人法人人人人
999.79.79.79.79.79.9 ％％％％％％％％％％％％％
法人
9.7％

固定資産税
47.4％
固固固固固定資固固定資固定資固固 産税産税産税税税産税産税産産税産税産
447.47.47.47.44447.47.447.4 4％4％4％4％％4％％％4％4％％％4％
固定資産税
47.4％

32.6％33332.32.32.32.32.32.32.332.6％6％6％6％6％6％6％％％％％％％％
個人
32.6％

市たばこ税　4.9％ 都市計画税　3.1％都都都都市計都市計都都市都市計都 画税画税税税税税税画税画税税都都都都都市計都市都都都市計画画 3333 13.13.133.13.13.13.13.13.13.13.1％％％％％％％％％％％％％％％都市計画税　3.1％

軽自動車税
2.1％

～歳入～
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　歳出決算額は、340億3173万63円で予算現額に対して92％の執行率であり、前年度と比
較し5億6792万3284円増加となりました。また、翌年度へ繰越した額は16億4521万6648
円となります。
　科目別にみた決算額の主な構成比は過去5年連続で民生費が最も高く31.7％であり、次い
で教育費16.6％、公債費11.7％、土木費10.9％、総務費10.9％、衛生費6.4％及び農林水
産業費4.5％の順となっています。
　前年度決算額と比較すると、認定こども園整備補助金や担い手確保・経営強化支援事業助
成金、小学校教室棟改築事業費などにより、民生費、農林水産業費及び教育費が増加しまし
た。一方で財産管理費における積立金や公的病院等支援補助金などの減、また平成27年度に
あった那須地区消防組合本部庁舎用地再取得費が平成28年度には無くなったため、総務費、
衛生費及び消防費等が減少しました。
　なお、歳出額を性質別に区分して見ると、人件費、扶助費及び公債費を合わせた義務的経
費は148億1952万4千円、普通建設事業費及び災害復旧事業費を合わせた投資的経費は51億
7157万3千円であり、前年度と比較しそれぞれ増加となりました。

■一般会計歳出決算（科目別） （単位：円・％）

〜歳出〜

■一般会計歳出決算構成比

総務費
10.9％
総 費総務費総務費費費総務費総務費総務費
1010.10.10.10.10.101011110.1 ％9％9％9％％％％％％9％％％
総務費
10.9％

31.7％3131.31313131.33131.31.31 7％7％7％7％％％7％7％7％7％7％7％7％
民生費
31.7％

6.4％6.46.46.46 44446.46.4％％％％％％％％％％
衛生費
6.4％

土木費
10.9％
土土土土木土木費土土木費土木費土木木費土木費土木費土木費土木費土木費土木費
110.10.11110.10.1010.10.111 ％9％9％9％％％9％％％％％
土木費
10.9％

消防費
3.5％

16.6％16.16.16.16.16.16.16116111111 6％6％6％6％％％％6％％％％％
教育費
16.6％

11.7％11.11.1111111111.11.1111.1111.7％7％7％7％％％7％7％7％7％7％7％7％7％7％7％％
公債費
11.7％

災害復旧費
0.02％
災災災災災災災災災災災害災害復災害復 費費費費費旧費費費費旧費費
0.0.00.00.000 00.00 2％％％％％％％2％％％
災害復旧費
0.02％

議会費　0.8％

労働費　0.1％農林水産業費　4.5％
商工費　2.9％

■性質別経費の内訳 （単位：千円）

前年度比較増減27年度決算額28年度決算額区分

△173,9514,862,2714,688,320人　件　費義
務
的
経
費

346,9225,787,3766,134,298扶　助　費

△118,1084,115,0143,996,906公　債　費

54,86314,764,66114,819,524小　計

268,3194,612,9514,881,270物件費

△10,991301,235290,244維持補修費

△288,5544,999,5084,710,954補助費等

△15,063593,747578,684投資及び出資金・貸付金

△482,348688,449206,101積立金

△39,5413,412,9213,373,380繰出金

1,163,9673,998,9885,162,955普通建設事業費投
資
的
経
費

△82,72991,3478,618災害復旧事業費

1,081,2384,090,3355,171,573小　計

567,92333,463,80734,031,730合　計

対前年度比較増減27年度28年度区分
科目別 金額（B）－（C）決算額（C）執行率（B／A）決算額（B）予算現額（A）

△20,621,959300,813,04794.7280,191,088295,840,000 　　議会費1
△344,763,1494,037,447,47092.73,692,684,3213,984,957,527 　　総務費2
915,369,2869,882,826,94594.310,798,196,23111,448,494,505 　　民生費3

△252,615,0142,439,107,17095.62,186,492,1562,286,020,000 　　衛生費4
△9,031,99532,471,91689.123,439,92126,293,304 　　労働費5
80,336,6531,433,863,13786.81,514,199,7901,744,177,400 　　農林水産業費6

△16,005,5551,002,757,19498.2986,751,6391,004,449,000 　　商工費7
△134,753,3043,853,227,68477.03,718,474,3804,827,659,460 　　土木費8
△291,239,8511,491,716,36395.71,200,476,5121,254,104,000 　　消防費9
778,892,6044,848,543,54492.75,627,436,1486,070,748,14610　教育費
△19,513,72225,995,92084.36,482,1987,688,00011　災害復旧費
△118,130,7104,115,036,38999.23,996,905,6794,029,117,00012　公債費

000.0024,887,93813　予備費
567,923,28433,463,806,77992.034,031,730,06337,004,436,280歳出合計
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■過去5年間の科目別構成比の推移 （単位：％）

財政の健全化に関する状況について

決算審査の様子

備　 　 　考早期健全化基準
又は

経営健全化基準

平成28年度
決算に係る比率

健全化判断比率
及び資金不足比率 平成26年度

決算に係る比率
平成27年度
決算に係る比率

——12.53—1　実質赤字比率
——17.53—2　連結実質赤字比率
10.710.025.09.43　実質公債費比率
52.447.4350.049.64　将来負担比率

5　資金不足比率
——20.0—　⑴ 水道事業
——20.0—　⑵ 下水道事業
——20.0—　⑶ 農業集落排水事業

（注：「−」は、赤字又は資金不足を生じていないため当該数値については該当なしを表す。）

　本市の平成28年度決算に係る財政状況は、平成27年度決算と比較すると、実質公債費比
率は0.6ポイント改善し、将来負担比率は2.2ポイント悪化しました。将来負担比率は悪化
したものの地方公共団体の財政の健全化に関する法律に規定する健全化判断基準を相当程度
下回っています。

※実質赤字比率・・主要な会計である一般会計等に生じ
ている赤字の大きさを、その地方公共団体の財政規模
に対する割合で示すもの。
※連結実質赤字比率・・水道など公営企業を含む地方公
共団体の全会計に生じている赤字の大きさを、財政規
模に対する割合で示すもの。
※実質公債費比率・・市の収入に対する借金返済の割合
を示すもの。18%以上だと、新たな借金をするために
国や都道府県の許可が必要。
※将来負担比率・・将来負担すべき実質的な負債の標準
財政規模に対する比率であり、将来財政を圧迫する可
能性が高いかどうかを示すもの。
※資金不足比率・・水道などの公営企業の資金不足を、公
営企業の事業規模である料金収入の規模と比較して指
標化し、経営状態の悪化の度合いを示すもの

（単位：％）

■■ 議会費　　■ 総務費　　■ 民生費　　■ 衛生費　　■ 労働費　　■ 農林水産業費　　■ 商工費　　■ 土木費

■ 消防費　　■ 教育費　　■ 災害復旧費　　■ 公債費

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100％

0.8

10.9111011010.10.10.10.9999999999910.9 31.731.31.31.31.31.31.31.313131 777777777777731.7 6.44444446.46.46.46.46.46.46.46.46.46.46.4 4.5 10.9111011010.10.10.10.999999999910.9 16.6116.1616161616.16.16.16.6666666666616.6 11.711.11.11.11.1.11.11.1111.1111.11.11.1 77777777777711.72.99992.92.92.92.92.92.92.9 3.5

0.1 0.00.0.00.00.00.00.00.00.00.00.00.00.0

0.9

12.112112.212112.12.12.12.12.11111111111112.1 29.5 7.377.37.37.37.37.7.377.37.37.37.3777.3 4.3 11.511.1111.11.11.11.11.11.111.11.11.11.1.11.5555555555511.5 14.541414.14444414.1414.14.141414.14.555555555555514.5 12.33.03.03.003.03.03.03.03.03.03.0 4.44444.44.44.44.444.44.44.44.44.44.44.4

0.1 0.10.10 10.10.10.10 10.10.10.10.10.10.100.1

0.9

13.6113.13.11313.1313.13.6666666666613.6 30.2 7.17.17.17.17.17.17.17.17.17.17.177777.1 4.14444 14.144.1444.14.14.4.14.14.14.14.14.4.1 11.511.1111.11.11.11.11.11.11.11.1111 55555555511.5 12.011112.12121212.112.12.0000000000012.0 13.03.03 03.03.03.03.03.03.03.03.0 3.533.53.533.53.53.53.53.53.53.53.5
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平成29年

第3回

会
例
定
会
議
市

　

平
成　

年
第
3
回
定
例
会
は
、

29

去
る
9
月
4
日
か
ら　

日
ま
で
の

19

　

日
間
を
会
期
と
し
て
開
か
れ
ま

16し
た
。

　

本
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
案
件

は
、
平
成　

年
度
健
全
化
判
断
比

28

率
及
び
資
金
不
足
比
率
と
市
長
の

専
決
処
分
事
項
の
報
告
2
件
、
情

報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会

条
例
の
制
定
な
ど
条
例
議
案
5
件
、

那
須
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
規

約
の
一
部
変
更
議
案
1
件
、
平
成

　

年
度
水
道
事
業
会
計
未
処
分
利

28益
剰
余
金
処
分
に
つ
い
て
の
議
案

1
件
、
平
成　

年
度
一
般
会
計
及

28

び
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
等
の

認
定
議
案
9
件
、
大
田
原
小
学
校

教
室
棟
工
事
請
負
契
約
の
変
更
議

案
1
件
、
市
道
認
定
議
案
4
件
、

平
成　

年
度
一
般
会
計
・
特
別
会

29

平
成　

年
度 

決
算
認
定

28

計
補
正
予
算
議
案
3
件
、
陳
情
2

件
の
合
わ
せ
て　

件
が
提
出
さ
れ

28

ま
し
た
。

　

9
月
定
例
会
は
決
算
議
会
で
あ

り
ま
す
。
前
会
計
年
度
の
歳
入
歳

出
予
算
の
執
行
に
関
し
、
議
会
の

認
定
に
付
す
た
め
、
常
任
委
員
会

ご
と
の
分
科
会
と
全
議
員
で
構
成

す
る
全
体
会
か
ら
成
る
決
算
審
査

特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
審
査
を

行
い
認
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
会
議
最
終
日
に
は
、
議
員
提

案
2
件
が
追
加
上
程
さ
れ
た
ほ
か
、

各
常
任
委
員
長
及
び
決
算
審
査
特

別
委
員
長
か
ら
委
員
会
に
お
け
る

付
託
案
件
の
審
査
結
果
報
告
を
受

け
た
後
、
採
決
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
議
案
及
び
議
員
案
は

原
案
通
り
可
決
・
認
定
し
、
陳
情

は
1
件
が
採
択
、
も
う
1
件
が
不

採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
に
つ
い
て
は
、
3
日

間
で　

人
の
議
員
が
質
問
を
行
い

15

ま
し
た
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
8

ペ
ー
ジ
以
降
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

平成29年 第3回大田原市議会定例会 審議された議案等と結果
結果議案件名議案番号

報告受理市長の専決処分事項の報告について（損害賠償の額の決定及び和解について）報告第9号
報告受理平成28年度健全化判断比率及び資金不足比率について報告第10号
原案可決
（賛成多数）

大田原市情報公開・個人情報保護審査会条例の制定について（市情報公開審査会及
び個人情報保護審査会の2つの審査会を統合し、1つの審査会とするもの）議案第56号

原案可決
（賛成多数）

大田原市個人情報保護条例の全部を改正する条例の制定について（本年5月施行の
改正個人情報保護法による新たな規定を盛り込むこと等による全部改正）議案第57号

原案可決
（賛成多数）

大田原市情報公開条例等の一部を改正する条例の制定について（大田原市情報公開・個人情報保
護審査会条例の制定及び大田原市個人情報保護条例の全部改正に伴う、関係する3条例の改正）議案第58号

原案可決
（全会一致）

大田原市特別職の職員等で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する
条例の制定について（選挙長等の報酬額の改正、特別職の名称変更及び新設等による改正）議案第59号

原案可決
（全会一致）

大田原市公民館条例の一部を改正する条例の制定について（黒羽・川西地区公民館
の公会堂を廃止することによる改正）議案第60号

原案可決
（全会一致）

那須地区広域行政事務組合規約の一部変更に伴う協議について（こども発達支援セ
ンターなすの園の民営化や財産の譲与などの廃止に関する事務を共同処理するこ
とに関し、関係市町による協議を行うため議会の議決を求めるもの）

議案第61号

原案可決
（賛成多数）

平成28年度大田原市水道事業会計未処分利益剰余金の処分について（未処分利益剰
余金2億499万304円のうち6,799万503円を減債積立金に積み立て、残余全額を
自己資本金に組み入れるもの）

議案第62号

認　　定
（賛成多数）平成28年度大田原市一般会計歳入歳出決算の認定を求めることについて議案第63号

認　　定
（賛成多数）

平成28年度大田原市国民健康保険事業費特別会計歳入歳出決算の認定を求めるこ
とについて議案第64号

認　　定
（賛成多数）平成28年度大田原市下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定を求めることについて議案第65号

認　　定
（賛成多数）

平成28年度大田原市農業集落排水事業特別歳入歳出決算の認定を求めることにつ
いて議案第66号
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結　　果議案件名議案番号
認　　定
（賛成多数）平成28年度大田原市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定を求めることについて議案第67号

認　　定
（賛成多数）

平成28年度大田原市子育て支援券特別会計歳入歳出決算の認定を求めることにつ
いて議案第68号

認　　定
（賛成多数）

平成28年度大田原市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定を求めることに
ついて議案第69号

認　　定
（賛成多数）

平成28年度大田原市須賀川財産区特別会計歳入歳出決算の認定を求めることにつ
いて議案第70号

認　　定
（賛成多数）平成28年度大田原市水道事業会計決算の認定を求めることについて議案第71号

原案可決
（全会一致）

工事請負契約の変更について（大田原小学校教室棟大規模改造工事の変更：金額
495万7,200円の増額）議案第72号

原案可決
（全会一致）

市道路線の認定について（国道294号小川湯津上バイパス道と国道400号との交差
点から箒橋までを市道路線とするもの）議案第73号

原案可決
（全会一致）

市道路線の認定について（主要地方道大田原氏家線と一般県道滝沢野崎停車場線と
の交差点から主要地方道矢板那珂川線との交差部までを市道路線とするもの）議案第74号

原案可決
（全会一致）

市道路線の認定について（一般県道西那須野下石上線と市道野崎こ線橋通り線交差
点から国道4号までを市道路線とするもの）議案第75号

原案可決
（全会一致）

市道路線の認定について（野崎第2工業団地内の開発行為による相互帰属により、
市道の付替えを行うため新設道路を市道路線とするもの）議案第76号

原案可決
（賛成多数）平成29年度大田原市一般会計補正予算（第2号）（補正金額：1億8,760万円）議案第77号

原案可決
（全会一致）

平成29年度大田原市国民健康保険事業費特別会計補正予算（第1号）（補正金額：
5,091万円）議案第78号

原案可決
（賛成多数）

平成29年度大田原市介護保険特別会計補正予算（第1号）（補正金額：2億6,632万
2千円）議案第79号

採　　択
（全会一致）県立高等学校入学選抜で再募集実施を求める意見書採択・提出にかかわる陳情陳情第1号

不採択
（賛成多数）情報公開条例における写しの交付に関わる費用20円の引き下げを求める陳情陳情第8号

原案可決
（全会一致）

道路整備予算の確保及び道路整備に係る補助率等の嵩上げ措置の継続を求める意
見書の提出について議員案第4号

原案可決
（全会一致）県立高校入学選抜で再募集実施を求める意見書の提出について議員案第5号

平成29年 第3回市議会定例会における表決状況一覧（賛否が分かれた議案）
前
田
雄
一
郎

小
林
正
勝

髙
﨑
和
夫

千
保
一
夫

小
野
寺
尚
武

本
澤
節
子

引
地
達
雄

黒
澤
昭
治

髙
野
礼
子

前
野
良
三

君
島
孝
明

藤
田
紀
夫

小
池
利
雄

大
豆
生
田
春
美

中
川
雅
之

深
澤
賢
市

菊
池
久
光

髙
瀨
重
嗣

髙
木
雄
大

櫻
井
潤
一
郎

弓
座
秀
之

滝
田
一
郎

鈴
木　

央

星　

雅
人

印
南
典
子

秋
山
幸
子

議

案
○○○○○×‐○○○○○○○○○○○○○○○○○○○議案第56号
○○○○○×‐○○○○○○○○○○○○○○○○○○○議案第57号
○○○○○×‐○○○○○○○○○○○○○○○○○○○議案第58号
○○○○○×‐○○○○○○○○○○○○○○○○○○○議案第62号
○○○○○×‐○○○○○○○○○○○○○○○○○○○議案第63号
○○○○○×‐○○○○○○○○○○○○○○○○○○×議案第64号
○○○○○×‐○○○○○○○○○○○○○○○○○○○議案第65号
○○○○○×‐○○○○○○○○○○○○○○○○○○○議案第66号
○○○○○×‐○○○○○○○○○○○○○○○○○○×議案第67号
○○○○○×‐○○○○○○○○○○○○○○○○○○○議案第68号
○○○○○×‐○○○○○○○○○○○○○○○○○○×議案第69号
○○○○○×‐○○○○○○○○○○○○○○○○○○○議案第70号
○○○○○×‐○○○○○○○○○○○○○○○○○○○議案第71号
○○○○○×‐○○○○○○○○○○○○○○○○○○○議案第77号
○○○○○×‐○○○○○○○○○○○○○○○○○○○議案第79号

○○○○○×‐○○○○○○○○○○○○○○○○○○×
陳 情 第 8号
（不採択に対して）

○：賛成　×：反対　※引地達雄議長は採決に原則加わりません



市政を問う市政を問う一般質問

質問通告者と質問事項

　定例会において、議員が市民の代表として、行政全般にわたり市の考え方や施
策の進捗状況及び将来における政策方針等を質すことです。また、議員は市長等
の答弁を受け、疑問を質すことはもとより、市民の立場に立った事務事業の改善
や政策提言をする議員の重要な権限です。
（次ページ以降の質問及び答弁に関する記事は、質問した議員が自ら原稿をおこ
し、それを掲載しています。）

一般質問とは
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15人の熱弁

※太字が掲載されている項目

質問事項質問者順番

①住みよさランキングについて
②ゴルフのまちおおたわらにおけるゴ
ルフのまち推進について

髙瀨　重嗣1

①防犯灯愛護制度創設及びLED化事業
後の費用削減効果について
②那須野が原ハーモニーホールを活用
した情操教育及び施設整備について
③レッドデータブックとちぎを参酌し
た絶滅危惧植物の本市の保護及び外
来植物対策について

滝田　一郎2

①マイナンバー制度による情報連携に
ついて
②原付バイク用ご当地ナンバープレー
ト作成について
③市職員の相談窓口について

大豆生田春美3

①産業・観光の振興について
②薄葉小学校北側の「ふれあいの森」に
ついて
③中学生の職場体験について
④介護支援ボランティアポイント制度
について

櫻井潤一郎4

①学校教育問題について
②地域防災について

深澤　賢市5

①市内道路の維持管理について
②ごみのリサイクル事業について
③消防コミュニティセンターの設置場
所について

弓座　秀之6

①本市における更なる移住定住促進と
高齢者のための住居の安定供給につ
いて
②こども向けの認知症サポーター養成
講座開設について
③本市の小・中学生における長期休暇中
の「栄養格差」について

印南　典子7

質問事項質問者順番

①本市の放射性指定廃棄物について
②生活困窮者が福祉の情報に接しやす
くする工夫について
③地域食材を生かした食育の推進につ
いて

秋山　幸子8

①これからの学童保育について星　　雅人9

①介護予防・日常生活支援総合事業につ
いて
②ひとり暮らしの高齢者について
③選挙開票所のカメラ設置について
④彫刻品の維持・管理について

髙木　雄大10

①平成30年度からの国民健康保険制度
改革について
②学校教育環境の整備（大田原中学校の
増改築）について

中川　雅之11

①教育問題について
②健康問題について
③バイオマス産業都市構想について
④放射能対策について
⑤農業問題
⑥市民の声

本澤　節子12

①結婚支援事業について
②ｔ－PA静注療法について
③学級事務支援員について

鈴木　　央13

①小中学校統廃合問題について
②行政運営には企画力の発揮が大切
③情報公開の徹底により市政の透明性
を高め、市民の参加意識を高めるべ
き
④平成28年度決算内容について

千保　一夫14

①財政運営について
②与一まつりについて

小野寺尚武15
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質
問
：
推
進
事
業
の
現
況
を
問
う
。

答
弁
：
平
成　

年
度
か
ら
底
辺
拡
大

28

の
た
め
入
門
教
室
を
新
設
し
、
延
べ

3
4
2
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

質
問
：
環
境
保
全
に
お
け
る
ゴ
ル
フ

場
の
役
割
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

答
弁
：
市
内
ゴ
ル
フ
場
の
景
観
や
環

境
を
保
全
し
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て

も
、
他
の
里
山
と
同
様
に
必
要
か
つ

重
要
な
こ
と
と
考
え
て
い
る
。
今
年

度
か
ら
大
田
原
市
ゴ
ル
フ
場
景
観
保

全
事
業
補
助
金
交
付
要
綱
を
制
定
し

て
、
景
観
保
全
の
た
め
に
必
要
な
苗

木
の
購
入
費
、
伐
採
費
の
一
部
を
助

成
す
る
。

質
問
：
ゴ
ル
フ
場
を
利
用
し
た
地
域

活
性
化
や
地
方
創
生
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
伺
う
。

答
弁
：
大
田
原
市
未
来
創
造
戦
略
に

お
い
て
ゴ
ル
フ
の
ま
ち
づ
く
り
推
進

事
業
と
し
て
設
定
し
各
種
事
業
を

行
っ
て
い
る
。

質
問
：
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
は
、
ゴ
ル

フ
場
利
用
者
が
増
え
れ
ば
大
田
原
の

収
入
が
増
え
る
と
い
う
こ
と
な
の
だ

が
、
ど
う
考
え
る
か
。

答
弁
：
よ
り
一
層
こ
の
大
田
原
に
来

て
も
ら
い
、
大
田
原
の
ゴ
ル
フ
場
を

堪
能
し
て
も
ら
う
よ
う
な
P
R
や
仕

組
み
を
皆
様
と
と
も
に
創
り
出
し
た

い
し
、
行
政
と
し
て
も
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
と
っ
て
い
き
た
い
。

質
問
：
電
気
料
金
及
び
管
理
費
等
の

費
用
削
減
効
果
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
防
犯
灯
の
電
気
料
は
約　

％
54

の
削
減
効
果
、
平
成　

年
度
の
修
繕

24

件
数
1
8
1
5
件
に
対
し
て
L
E
D

化
後
の
平
成　

年
度
は　

件
で
す
。

28

59

質
問
：
防
犯
灯
愛
護
制
度
の
創
設
に

よ
る
市
民
と
と
も
に
取
り
組
む
照
度

低
下
防
止
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
防
犯
灯
は
、
専
門
業
者
以
外

で
の
維
持
管
理
に
は
危
険
が
伴
い
ま

す
の
で
、
当
面
は
防
犯
灯
愛
護
制
度

の
創
設
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

質
問
：
E
S
C
O
事
業
の
契
約
に
お

い
て
防
犯
灯
の
汚
れ
対
策
と
か
清
掃

は
含
ま
れ
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
常
時
正
確
な
状
態
で
使
用
で

き
る
よ
う
機
能
、
性
能
を
維
持
す
る

た
め
、
保
守
修
復
業
務
を
行
い
ま
す

の
で
、
球
切
れ
や
照
度
低
下
も
、
E

S
C
O
事
業
者
が
対
応
し
ま
す
。
ク

モ
の
巣
等
に
よ
る
照
度
低
下
が
現
実

に
あ
り
ま
す
の
で
中
長
期
的
な
維
持

管
理
の
方
法
に
つ
い
て
契
約
相
手
方

と
も
協
議
し
改
善
し
ま
す
。

※
E
S
C
O
事
業
と
は
…
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
改
修
に
か
か
る
全
て
の
経
費
を

光
熱
水
費
の
削
減
分
で
賄
う
事
業
。

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
果
の
保
証
を
含
む

契
約
形
態（
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
契
約
）

を
と
る
こ
と
に
よ
り
、
自
治
体
の
利

益
の
最
大
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
特
徴
を
持
つ
。

滝田　一郎  議員 髙瀨　重嗣 議員

一般質問 ゴ
ル
フ
の
ま
ち
お
お
た

わ
ら
に
お
け
る
ゴ
ル
フ

の
ま
ち
推
進
に
つ
い
て

防
犯
灯
愛
護
制
度
創
設

及
び
L
E
D
化
事
業
後
の

費
用
削
減
効
果
に
つ
い
て

※
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質
問
：
内
部
告
発
の
通
報
や
相
談
を

受
け
付
け
る
職
員
用
の
窓
口
を
設
置

す
べ
き
と
思
う
が
考
え
を
伺
い
た
い
。

答
弁
：
通
報
窓
口
の
明
確
化
に
つ
い

て
は
、
県
内　

市
中　

市
が
職
員
か

14

10

ら
の
公
益
通
報
の
た
め
の
規
程
を
明

文
化
し
て
お
り
、
本
市
に
お
い
て
も

公
益
通
報
に
つ
い
て
明
文
化
し
た
内

部
規
程
を
整
備
し
、
窓
口
を
明
確
化

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問
：
今
後
十
分
な
検
討
し
て
、
早

め
の
対
応
を
お
願
い
し
た
い
が
、
ど

う
か
。

答
弁
：
ま
と
ま
っ
た
規
程
と
し
て
公

益
通
報
の
庁
内
の
窓
口
を
明
確
に
、

そ
し
て
通
報
の
手
順
、
さ
ら
に
改
め

て
通
報
に
対
し
て
の
不
利
益
処
分
が

行
わ
れ
な
い
と
い
う
規
程
を
明
文
化

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
職
員
の
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
意
識
が
高
ま
る
と
思

う
の
で
、
な
る
べ
く
年
度
内
に
は
整

備
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問
：
心
身
の
健
康
状
態
を
相
談
で

き
る
窓
口
に
保
健
師
の
配
置
を
し
て

い
く
考
え
は
あ
る
か
伺
い
た
い
。

答
弁
：
こ
の
と
こ
ろ
メ
ン
タ
ル
不
調

を
訴
え
る
職
員
が
増
加
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
今
後
の
動
向
を
注
視
し
、

必
要
に
応
じ
て
保
健
師
資
格
を
持
つ

再
任
用
の
職
員
の
配
置
を
検
討
し
て

い
く
。

質
問
：
マ
ラ
ソ
ン
大
会
等
ス
ポ
ー
ツ

を
通
し
た
大
田
原
の
特
産
品
の
P
R

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
弁
：
大
田
原
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
お

い
て
、
参
加
者
に
対
し
て
観
光
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
及
び
特
別
に
ブ
レ
ン
ド
し

た
十
一
味
ト
ウ
ガ
ラ
シ
を
配
布
す
る

と
と
も
に
、
入
賞
者
に
副
賞
と
し
て

コ
シ
ヒ
カ
リ
を
、
ま
た
、
毎
日
新
聞

社
が
男
女
の
優
勝
者
に
竹
工
芸
品
を

渡
し
て
い
る
。
大
田
原
市
観
光
協
会

が
、
観
光
P
R
及
び
特
産
品
の
展
示

販
売
を
行
っ
て
い
る
。

　

2
0
2
2
年
に
開
催
さ
れ
る
と
ち

ぎ
国
体
で
は
、
全
国
か
ら
多
く
の
方

の
来
訪
が
見
込
ま
れ
る
の
で
、
ス

ポ
ー
ツ
担
当
部
門
と
産
業
観
光
部
門

が
連
携
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
大

田
原
市
観
光
協
会
及
び
市
内
事
業
所

等
と
と
も
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

効
果
的
に
本
市
の
P
R
を
行
っ
て
い
る
。

質
問
：
大
田
原
ク
リ
テ
リ
ウ
ム
誘
客

効
果
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
弁
：
当
日
は
悪
天
候
の
た
め
、
来

場
者
は
約
4
0
0
0
名
だ
っ
た
が
、

地
元
の
野
崎
東
町
い
き
い
き
ク
ラ
ブ

を
は
じ
め
、
市
内
の
飲
食
店
等
計
9

店
舗
に
よ
る
飲
食
ブ
ー
ス
、
地
域
P

R
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
、
レ
ー
ス

観
戦
だ
け
で
は
な
く
、
サ
イ
ク
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
す
る
大
田
原
市

を
全
国
に
情
報
発
信
す
る
こ
と
が
で

き
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

櫻井　潤一郎  議員 大豆生田　春美  議員

一般質問 市
職
員
の
相
談
窓
口
に

つ
い
て

産
業
・
観
光
の
振
興
に

つ
い
て
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質
問
：
現
在
ど
れ
く
ら
い
の
不
登
校

児
童
が
発
生
し
て
い
る
の
か
お
尋
ね

し
ま
す
。
そ
の
主
な
原
因
は
何
か
お

尋
ね
し
ま
す
。

答
弁
：
平
成　

年
度
中
に
年
間　

日

28

30

以
上
欠
席
し
た
児
童
生
徒
数
は
、
小

学
校
で　

名
、
中
学
校
で　

名
、
計

23

67

　

名
で
ほ
ぼ
横
ば
い
に
推
移
し
て
お

90り
ま
す
。

　

主
な
原
因
は
毎
年
ほ
ぼ
同
じ
で
、

家
庭
環
境
、
人
間
関
係
、
学
力
不
振
、

発
達
障
害
に
よ
る
本
人
の
特
性
な
ど

複
合
的
に
重
な
っ
て
不
登
校
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

質
問
：
消
防
団
員
の
安
全
確
保
の
観

点
か
ら
、
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
内

に
あ
る
消
防
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
消
防
セ
ン

タ
ー
は
大
田
原
市
消
防
団
全　

部
に

55

設
置
し
て
お
り
、
そ
の
内
土
砂
災
害

警
戒
区
域
内
に
4
か
所
、
浸
水
想
定

区
域
に
1
か
所
で
合
計
5
か
所
で
す

が
、
い
ず
れ
も
旧
黒
羽
町
区
域
に
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
土
砂
災
害
警
戒
区
域
内
に

設
置
さ
れ
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
消

防
セ
ン
タ
ー
は
、
土
砂
災
害
警
戒
区

域
の
指
定
が
始
ま
っ
た
平
成　

年
以

21

前
に
建
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。
ま
た
、

来
年
に
は
県
の
浸
水
想
定
区
域
の
見

直
し
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
新
た
に

該
当
と
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
消
防
セ

ン
タ
ー
も
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

危
険
区
域
に
設
置
さ
れ
て
い
る
消
防

団
各
部
に
対
し
て
最
新
の
情
報
の
周

知
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

質
問
：
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
か
ら
外
れ

た
所
に
設
置
し
て
頂
き
た
い
。

答
弁
：
只
今
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
5

か
所
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
消
防
セ
ン

タ
ー
に
関
し
て
は
、
将
来
的
に
建
て

替
え
の
際
に
は
、
消
防
団
の
方
あ
る

い
は
自
治
会
長
さ
ん
と
相
談
し
、
可

能
な
限
り
危
険
区
域
を
避
け
た
所
に

移
設
し
て
、
消
防
団
員
の
安
全
を
確

保
し
て
い
き
ま
す
。

弓座　秀之  議員 深澤　賢市 議員

一般質問 学
校
教
育
問
題
に

つ
い
て

消
防
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
の
設
置
場
所
に

つ
い
て
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本
市
に
お
け
る
更
な
る
移

住
定
住
促
進
と
高
齢
者
の

た
め
の
住
居
の
安
定
供
給

に
つ
い
て

秋山　幸子  議員 印南　典子 議員

一般質問地
域
食
材
を
生
か
し
た

食
育
の
推
進
に
つ
い
て

質
問
：
本
市
を
定
住
の
地
と
し
て
選

ん
で
も
ら
う
た
め
に
発
想
の
転
換
を

し
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
確

実
な
交
流
人
口
を
増
や
す
こ
と
に

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
り
、
短
期
で
も
宿

泊
し
て
い
た
だ
く
。
そ
の
方
法
と
し

て
セ
カ
ン
ド
市
民
制
度
を
創
設
し
て

は
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
増
え
て

い
く
空
き
家
を
利
活
用
し
、
こ
れ
を

市
が
借
り
上
げ
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
に

改
修
し
て
セ
カ
ン
ド
市
民
に
安
価
で

貸
別
荘
と
し
て
提
供
す
る
。
こ
れ
に

プ
ラ
ス
し
て
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返

礼
品
に
セ
カ
ン
ド
市
民
証
を
加
え
て

は
と
思
い
ま
す
。
選
ん
で
も
ら
っ
た

方
に
は
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
に
無
料
で
宿

泊
し
て
も
ら
い
、
美
味
し
い
特
産
品

を
産
地
大
田
原
市
で
直
接
味
わ
っ
て

い
た
だ
き
、
交
流
を
深
め
る
こ
と
で
、

さ
ら
な
る
移
住
定
住
促
進
に
繋
が
る

と
考
え
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

答
弁
：
貴
重
な
ご
提
案
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品

と
し
て
セ
カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
の
宿
泊
利

用
券
と
い
う
の
も
貴
重
な
ご
意
見
で

あ
り
ま
す
。
今
後
こ
の
制
度
を
検
討

し
て
、
ご
提
案
の
ふ
る
さ
と
納
税
の

返
礼
品
に
利
用
で
き
な
い
か
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

質
問
：
学
校
給
食
無
償
化
を
実
施
し

て
い
る
本
市
で
は
、
食
育
の
観
点
か

ら
、
地
域
食
材
を
ど
の
様
に
活
用
し

て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
本
市
給
食
に
お
い
て
は
、
今

年
度
か
ら
大
田
原
市
産
の
食
材
を
使

用
し
た
給
食
を
与
一
く
ん
ラ
ン
チ
と

名
づ
け
実
施
し
て
い
ま
す
。
本
事
業

は
、
地
産
地
消
の
促
進
を
は
じ
め
、

地
元
農
産
物
の
使
用
に
よ
り
生
産
者

と
消
費
者
が
近
い
距
離
に
あ
る
こ
と

で
感
謝
の
気
持
ち
や
、
食
べ
物
を
大

切
に
す
る
心
を
養
う
と
と
も
に
、
郷

土
へ
の
愛
着
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
既
に
第
1
回
目
を

6
月
に
実
施
し
、
今
後　

月
と
、
平

11

成　

年
1
月
に
実
施
予
定
で
ご
ざ
い

30
ま
す
。
さ
ら
に
市
の
名
産
品
で
あ
る

ニ
ラ
や
ネ
ギ
を
使
用
し
た
与
一
く
ん

ギ
ョ
ー
ザ
を
献
立
と
し
て
取
り
入
れ

た
り
、
社
会
科
の
授
業
に
お
い
て
米

作
り
の
過
程
を
体
験
し
、
食
す
る
こ

と
で
食
へ
の
関
心
を
高
め
る
と
と
も

に
、
地
産
地
消
の
推
進
を
図
っ
て
い

ま
す
。
学
校
給
食
に
お
け
る
平
成　
28

年
度
の
地
元
農
産
物
の
使
用
率
は
、

大
田
原
市
産
が
約　

％
、
栃
木
県
産

15

が
約　

％
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、

37

地
域
や
学
校
の
実
情
に
合
わ
せ
、
生

産
者
と
連
携
、
協
力
し
、
さ
ら
に
地

元
農
産
物
の
活
用
を
図
る
と
と
も
に
、

市
独
自
の
献
立
づ
く
り
に
努
め
て
い

き
ま
す
。
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髙木　雄大  議員 星　　雅人  議員

一般質問 こ
れ
か
ら
の
学
童
保
育

に
つ
い
て

彫
刻
品
の
維
持
・
管
理

に
つ
い
て

質
問
：
放
課
後
子
ど
も
総
合
プ
ラ
ン

で
は
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
約
1
2

0
万
人
分
の
受
け
皿
の
確
保
を
平
成

　

年
ま
で
の
5
年
間
で
実
施
す
る
予

31定
で
し
た
が
、
日
本
一
億
総
活
躍
プ

ラ
ン
を
踏
ま
え
1
年
前
倒
し
で
実
施

す
る
こ
と
と
な
り
、
平
成　

年
度
の

29

予
算
で
は
施
設
整
備
の
か
さ
上
げ
や

運
営
費
補
助
基
準
額
の
増
額
な
ど
昨

年
度
と
比
較
し
て　

％
増
の
国
の
予

25

算
が
つ
い
て
い
ま
す
。
学
童
保
育
の

質
の
向
上
と
量
の
拡
充
に
今
、
国
が

本
腰
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

放
課
後
児
童
支
援
員
の
資
格
取
得

の
状
況
に
つ
い
て
の
現
状
と
、
平
成

　

年
度
末
ま
で
の
制
度
の
移
行
期
間

31中
に
必
要
数
が
確
保
で
き
る
の
か
ど

う
か
の
見
込
み
を
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
平
成　

年
度
に　

名
、
平
成

27

14

　

年
度
に　

名
の
支
援
員
が
栃
木
県

28

17

放
課
後
児
童
支
援
員
認
定
資
格
研
修

の
受
講
を
終
了
し
て
い
ま
す
。
平
成

　

年
度
は　

名
の
支
援
員
が
受
講
を

29

25

予
定
し
て
お
り
、
本
年
度
末
に
は
公

設
・
民
設
の
支
援
員
計　

名
の
う
ち

84

　

名
、
全
体
の
3
分
の
2
の
支
援
員

56が
資
格
研
修
を
修
了
し
ま
す
。
平
成

　

年
度
末
の
制
度
移
行
期
間
終
了
ま

31で
に
残
り
3
分
の
1
の
支
援
員
に
で

き
る
限
り
受
講
し
て
い
た
だ
き
、
学

童
維
持
に
必
要
な
資
格
取
得
支
援
員

の
数
は
確
保
で
き
る
と
見
込
ん
で
い

ま
す
。

質
問
：
市
内
各
所
に
展
示
し
て
あ
る

彫
刻
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
石
彫
作
品　

点
、
木
彫
作
品

69

　

点
、
絵
画
2
点
の
計　

点
の
維
持

20

91

管
理
に
つ
い
て
は
、
屋
外
展
示
の
石

彫
は
そ
の
周
囲
の
草
刈
り
作
業
を
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
年
数
回
委

託
し
て
実
施
し
て
お
り
、
屋
内
展
示

の
木
彫
や
絵
画
は
職
員
が
不
定
期
に

見
回
り
な
が
ら
異
常
な
ど
を
点
検
し
、

管
理
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後

に
つ
い
て
も
引
き
続
き
見
回
り
の
頻

度
を
高
め
な
が
ら
、
同
様
の
維
持
管

理
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

質
問
：
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
つ
く
っ
て
、

清
掃
等
草
刈
り
を
や
っ
て
い
た
だ
け

な
い
か
、
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
今
後
も
新
た
に
制
作
展
示
す

る
彫
刻
品
等
の
数
が
増
え
、
1
0
0

点
を
超
え
る
作
品
を
維
持
管
理
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
負

担
も
大
き
く
な
っ
て
い
く
こ
と
が
見

込
ま
れ
ま
す
の
で
、
市
広
報
で
の
定

期
的
な
作
品
紹
介
や
案
内
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
配
布
を
通
し
て
、
市
民
の

皆
様
の
彫
刻
品
に
対
す
る
興
味
関
心

を
よ
り
一
層
高
め
て
、
作
品
の
清
掃

等
に
つ
い
て
も
、
市
民
の
皆
様
の
ご

理
解
、
ご
協
力
を
得
て
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
よ
っ
て
行
え
る
体
制

も
整
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
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平
成
30
年
度
か
ら
の

国
民
健
康
保
険
制
度

改
革
に
つ
い
て

本澤　節子  議員 中川　雅之  議員

一般質問農
業
問
題

質
問
：
国
民
健
康
保
険
制
度
改
正
に

伴
う
栃
木
県
と
県
内
の
市
町
と
の
協

議
に
つ
い
て

答
弁
：
県
で
は
、
平
成　

年
4
月
に

28

国
民
健
康
保
険
の
運
営
方
針
の
制
定
、

検
証
、
見
直
し
に
資
す
る
た
め
、
栃

木
県
国
保
連
合
会
、
各
市
町
の
国
保

主
管
課
長
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
栃
木

県
国
保
運
営
方
針
連
携
会
議
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
会
議
は
、
事
案

ご
と
の
個
別
具
体
的
な
検
討
を
行
う

た
め
、
財
政
運
営
分
科
会
、
資
格
管

理
・
保
険
給
付
分
科
会
、
国
保
税
分

科
会
、
保
健
事
業
分
科
会
の
4
つ
の

分
科
会
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
各
分

科
会
の
構
成
委
員
は
、
県
、
市
、
町

及
び
国
保
連
合
会
の
国
保
事
務
担
当

者
等
で
あ
り
ま
す
。
各
分
科
会
で
は
、

平
成　

年
度
か
ら
の
国
保
運
営
に
関

30

す
る
諸
施
策
等
に
つ
い
て
具
体
的
に

検
討
を
行
っ
て
お
り
、
各
分
科
会
で

取
り
ま
と
め
た
検
討
結
果
は
、
連
携

会
議
に
報
告
を
行
い
、
承
認
を
得
、

こ
れ
に
よ
り
、
県
・
各
市
町
及
び
国

保
連
合
会
の
承
認
事
項
と
な
り
国
保

運
営
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

質
問
：
本
市
の
国
保
税
値
上
げ
の
予

想
と
報
道
が
な
さ
れ
ま
し
た
が
。

答
弁
：
第
2
回
の
国
保
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
結
果
で
は
、
国
の
公
費
及

び
軽
減
措
置
を
行
う
事
に
よ
り
、
平

成　

年
度
は
、
保
険
税
の
値
上
げ
は

30
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

質
問
：
新
し
い
種
子
法
の
制
定
を
求

め
ま
す
。
米
・
麦
・
大
豆
の
主
要
農

産
物
種
子
法
が
、
2
0
1
8
年
3
月

末
期
限
を
迎
え
る
の
を
機
に
、
政
府

は
2
0
1
7
年
2
月
に
廃
止
を
閣
議

決
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
種
子

法
の
下
、
米
・
麦
・
大
豆
な
ど
の
種

子
の
維
持
・
開
発
の
た
め
の
施
策
が

実
施
さ
れ
、
農
家
に
は
安
く
て
優
良

な
種
子
が
、
消
費
者
に
は
美
味
し
い

米
な
ど
が
安
定
的
に
供
給
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
こ
の
種
子
法
の
廃
止
に
よ

り
、
今
後
米
な
ど
の
種
子
価
格
の
高

騰
、
地
域
条
件
等
に
適
合
し
た
品
種

の
維
持
・
開
発
な
ど
農
家
の
自
立
、

農
業
の
衰
退
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
国
民
の
生
命
維
持
の
食
糧

が
世
界
の
巨
大
な
農
薬
会
社
の
利
益

を
増
や
す
た
め
に
、
遺
伝
子
組
み
換

え
農
産
物
・
農
薬
に
よ
る
外
国
企
業

の
日
本
支
配
な
ど
、
日
本
の
食
の
安

全
、
食
料
主
権
を
脅
か
し
か
ね
な
い

問
題
で
す
。

答
弁
：
本
年
4
月　

日
に
主
要
農
産

14

物
種
子
法
を
廃
止
す
る
法
律
が
成

立
・
来
年
4
月
1
日
に
廃
止
さ
れ
ま

す
。
国
の
動
向
を
注
視
し
て
ま
い
り

ま
す
。

質
問
：
学
校
給
食
に
無
農
薬
米
の
使

用
を
。

答
弁
：
年
間
を
通
し
た
安
定
し
た
食

材
の
確
保
と
価
格
な
ど
の
問
題
点
か

ら
難
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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千保　一夫  議員 鈴木　　央 議員

一般質問 学
級
事
務
支
援
員
に

つ
い
て

情
報
公
開
の
徹
底
に
よ
り

市
政
の
透
明
性
を
高
め
、

市
民
の
参
加
意
識
を
高
め

る
べ
き

質
問
：
本
年
、
日
光
市
に
お
い
て
教

育
現
場
の
先
生
の
労
働
負
担
、
事
務

負
担
の
軽
減
を
図
る
べ
く
、
学
級
事

務
支
援
員
の
採
用
が
行
わ
れ
た
旨
の

報
道
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
本

年
4
月
に
文
部
科
学
省
に
よ
り
公
表

さ
れ
た
教
員
勤
務
実
態
調
査
平
成　
28

年
度
の
集
計
に
よ
る
と
、
1
週
間
当

り
の
学
内
総
勤
務
時
間
は
小
学
校
で

　

時
間
か
ら　

時
間
未
満
、
中
学
校

55

60

で　

時
間
か
ら　

時
間
未
満
の
占
め

60

65

る
割
合
が
最
も
高
い
で
す
。

　

本
制
度
に
対
す
る
本
市
の
考
え
を

伺
い
ま
す
。

答
弁
：
近
年
文
部
科
学
省
で
も
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
教
職
員
の
超
過
勤

務
時
間
に
つ
い
て
は
、
本
市
に
お
い

て
も
決
し
て
少
な
く
な
い
実
態
が
調

査
に
よ
り
把
握
で
き
て
お
り
ま
す
。

学
級
支
援
員
も
教
職
員
の
負
担
軽
減

の
対
策
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
が
、
教

育
委
員
会
と
し
て
は
教
職
員
の
心
身

の
健
康
保
持
増
進
を
図
り
、
教
育
の

質
の
向
上
と
児
童
生
徒
の
健
全
で
豊

か
な
成
長
を
目
的
に
、
大
田
原
市
小

中
学
校
教
職
員
働
き
方
改
革
プ
ラ
ン

を
策
定
し
今
月
よ
り
こ
の
プ
ラ
ン
を

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

質
問
：
株
式
会
社
大
田
原
市
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
「
株
主
名
簿
の
開
示
請
求
」

に
対
し
、
市
は
「
ど
こ
に
も
無
い
」

と
し
て
非
公
開
決
定
を
し
た
。
し
か

し
市
が
全
額
出
資
し
て
設
立
し
た
会

社
で
あ
り
、
増
資
は
「
誰
に
、
何
株

を
、
い
く
ら
で
引
き
受
け
さ
せ
る

か
」
に
つ
い
て
市
が
株
主
総
会
で
議

決
し
な
け
れ
ば
承
認
さ
れ
な
い
。
ま

た
、
何
よ
り
も
市
が
出
席
し
な
け
れ

ば
株
主
総
会
そ
の
も
の
が
成
立
し
な

い
。
顧
問
弁
護
士
の
「
な
い
と
答
え

て
お
く
の
が
良
い
」
と
の
助
言
に
よ

り
、
そ
の
よ
う
に
決
定
し
た
、
と
い

う
意
味
の
答
弁
が
あ
っ
た
。
公
平
、

透
明
さ
を
求
め
ら
れ
る
行
政
に
不
公

正
の
助
言
を
す
る
弁
護
士
も
し
た
た

か
だ
が
、
一
市
民
と
し
て
は
「
あ
る
」

と
い
う
立
証
は
で
き
な
い
。
か
つ
て

の
市
議
会
で
あ
れ
ば
百
条
調
査
委
員

会
開
催
の
事
案
で
も
あ
り
え
る
。

答
弁
：
広
報
お
お
た
わ
ら
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
は
じ
め
、
よ
い
ち
メ
ー
ル
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
、

ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
利
用

媒
体
で
の
情
報
提
供
に
も
取
り
組
ん

で
い
る
。
市
自
治
基
本
条
例
で
は

「
市
は
市
政
に
関
す
る
情
報
を
公
開

し
、
市
民
と
情
報
を
共
有
す
る
も
の

と
す
る
」
と
規
定
し
て
い
る
。
情
報

公
開
制
度
に
よ
る
公
開
だ
け
で
な
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
手
段
に
よ
り
、
今
後
と

も
積
極
的
に
発
信
し
て
い
く
。
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小野寺　尚武  議員

一般質問 財
政
運
営
に
つ
い
て

質
問
：
地
方
交
付
税
算
定
の
ト
ッ
プ

ラ
ン
ナ
ー
方
式
に
つ
い
て
問
う
。

答
弁
：
地
方
交
付
税
の
算
定
に
お
け

る
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
方
式
に
は
、
地

方
歳
出
の
無
駄
を
な
く
し
効
率
的
な

推
進
を
す
る
観
点
か
ら
地
方
自
治
体

の
行
政
改
革
へ
の
取
組
み
を
促
進
す

る
仕
組
み
と
し
て
導
入
さ
れ
た
も
の

で
す
。
普
通
交
付
税
の
算
定
に
用
い

る
基
準
財
政
収
入
額
と
基
準
財
政
需

要
額
の
算
定
に
お
け
る
一
部
の
経
費

に
つ
い
て
、
他
団
体
の
モ
デ
ル
と
な

る
よ
う
な
先
進
的
な
自
治
体
が
達
成

し
た
レ
ベ
ル
を
反
映
さ
せ
る
も
の
で
、

平
成　

年
度
か
ら
段
階
的
に
導
入
さ

28

れ
て
い
ま
す
。
ま
ず　

業
務
に
お
い

16

て
導
入
さ
れ
て
お
り
残
り
の
業
務
に

つ
い
て
は
、
今
後
5
年
程
度
で
導
入

さ
れ
る
予
定
で
す
。

質
問
：
本
市
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
方

式
導
入
に
よ
る
影
響
に
つ
い
て
問
う
。

答
弁
：
こ
れ
ま
で
も
市
税
の
徴
収
率

の
向
上
や
業
務
の
外
部
委
託
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
ト
ッ
プ
ラ
ン

ナ
ー
方
式
の
導
入
は
国
と
し
て
は
市

税
率
の
大
き
な
歳
入
項
目
で
あ
る
普

通
交
付
税
が
減
額
要
因
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
今
後
の
普
通
交
付
税
の
算
定

結
果
を
検
証
し
つ
つ
市
民
生
活
の
安

全
安
心
を
確
保
す
る
こ
と
を
前
提
に

行
政
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
維
持
向
上
に

さ
ら
な
る
行
政
改
革
の
取
り
組
み
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

●アクセス方法
　ご自宅等のパソコンから生中継をご覧
いただく際は、市のホームページの「大田原
市議会」から「議会中継」のページへお進み
ください。また、タブレット端末及びスマー
トフォンからも視聴できます。なお、本会議
の録画映像も市ホームページにて配信して
おりますのでぜひご覧ください。

●大田原市ホームページ
http://www.city.ohtawara.tochigi.jp/

●お問い合せ先
大田原市議会事務局　☎２３－８７１４

市議会では
インターネットによる
生中継をしております

市議会では
インターネットによる
生中継をしております

市議会では
インターネットによる
生中継をしております

市議会では
インターネットによる
生中継をしております

会　期 （予定）

12月４日（月）

12月14日（木）

開催のお知らせ

市議会ＨＰはこちらから

平成29年12月定例会

※一般質問内容など詳細につきましては後日、
　議会ホームページで公開いたします。
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広
報
広
聴
委
員
会
で
は
、
6
月
に
行
っ
た

市
議
会
報
告
会
に
お
い
て
各
会
場
で
頂
い
た

多
く
の
ご
意
見
の
中
か
ら
、
特
に
市
内
全
域

に
関
わ
る
課
題
に
つ
い
て
と
り
ま
と
め
、
議

長
及
び
市
長
へ
報
告
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

市
議
会
と
し
て
は
、
市
内
全
域
に
関
わ
る

課
題
、
ま
た
そ
の
地
域
ご
と
に
抱
え
る
深
刻

な
ご
意
見
を
直
接
伺
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

貴
重
な
ご
意
見
を
議
員
各
位
が
さ
ら
に
精
査

す
る
と
と
も
に
、
一
般
質
問
や
情
報
提
供
等

様
々
な
形
で
市
に
伝
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
議
員
一
同
、
議
会
の
活
性
化
を

図
り
、
市
民
の
皆
様
の
負
託
に
的
確
に
こ
た
え
、

開
か
れ
た
議
会
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
市
長
へ
提
出
し
ま
し
た
報
告
書
に

つ
い
て
は
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご

覧
に
な
れ
ま
す
。

議
会
報
告
会
報
告
書
提
出

大豆生田委
員長から議
長へ提出

市長へ提出

みなさんからの請願・陳情（委員会審査状況）
陳
情
第
1
号

　

県
立
高
等
学
校
入
学
選
抜

で
再
募
集
実
施
を
求
め
る

意
見
書
採
択
・
提
出
に
か

か
わ
る
陳
情

（
平
成　

年
3
月
提
出
）

29

（
提
出
者
）

宇
都
宮
市
兵
庫
塚
3－

　

－10

　
30全

栃
木
教
職
員
組
合

執
行
委
員
長　

粂
川　

祥
一

（
陳
情
の
趣
旨
）

　

県
立
高
等
学
校
入
学
選
抜

で
定
員
を
満
た
す
た
め
の
再

募
集
実
施
を
行
う
よ
う
栃
木

県
教
育
委
員
会
に
意
見
書
の

提
出
を
求
め
る
も
の

（
文
教
常
任
委
員
会
審
査
の

内
容
・
結
果
）

　

審
査
し
た
結
果
、
継
続
審

査
の
理
由
で
あ
っ
た
、
本
県

が
県
立
高
等
学
校
入
学
選
抜

の
再
募
集
を
行
わ
な
い
理
由

に
つ
い
て
は
、
本
県
の
県
立

高
等
学
校
入
学
選
抜
は
全
日

制
、
定
時
制
、
通
信
制
の
各

課
程
が
重
な
ら
な
い
日
程
で

入
試
が
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、

再
募
集
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
文
部
科
学
省
の
県

立
高
校
再
募
集
の
調
査
で
は
、

2
0
1
6
年
度
入
試
で
欠
員

が
生
じ
た
場
合
の
再
募
集
を

し
な
か
っ
た
都
道
府
県
は
、

4
県
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の

県
は
、
欠
員
が
生
じ
た
場
合

は
再
募
集
を
実
施
し
て
い
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

本
県
で
も
県
立
高
校
の
再
募

集
を
実
施
し
、
県
立
高
校
の

全
日
制
の
高
校
に
進
学
し
た

い
生
徒
の
た
め
に
も
、
生
徒

の
考
え
に
マ
ッ
チ
ン
グ
し
た

受
験
制
度
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
更
に
、
本
県

が
本
年
3
月
に
発
表
さ
れ
た
、

第
2
期
県
立
高
校
再
編
計
画

（
案
）
に
、
本
市
に
あ
る
黒
羽

高
校
が
特
例
校
の
候
補
と
し

て
名
前
が
挙
が
っ
て
い
ま
す
。

　

黒
羽
高
校
は
地
元
に
就
職

す
る
生
徒
が
多
く
、
地
元
定

着
率
が
高
い
高
校
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
も
し
定
員
割
れ
が

生
じ
た
場
合
は
再
募
集
を
行

い
、
生
徒
を
確
保
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

審
査
し
た
結
果
、
全
員
異
議

な
く
「
採
択
」
と
す
る
こ
と

に
決
し
ま
し
た
。

陳
情
第
8
号

　

情
報
公
開
条
例
に
お
け
る

写
し
の
交
付
に
関
わ
る
費

用　

円
の
引
き
下
げ
を
求

20
め
る
陳
情

（
平
成　

年
8
月
提
出
）

29

（
提
出
者
）

大
田
原
市
岡
4
9
5

鈴
木　

た
か
し

（
陳
情
の
趣
旨
）

　

情
報
公
開
条
例
に
お
け
る

写
し
の
交
付
費
用
に
つ
い
て
、

他
市
町
村
や
市
で
契
約
し
て

い
る
複
写
機
の
費
用
な
ど
を

考
慮
し
、
費
用
の
引
き
下
げ

を
求
め
る
も
の

（
総
務
常
任
委
員
会
審
査
の

内
容
・
結
果
）

　

審
査
し
た
結
果
、
陳
情
の

要
望
内
容
が
白
黒
1
枚　

円
、

10

カ
ラ
ー
複
写
1
枚　

円
と
し

20

た
も
の
で
あ
り
ま
し
た
が
、

先
に
審
議
し
ま
し
た
議
案
第

　

号
「
大
田
原
市
情
報
公
開

58条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」
の

執
行
部
説
明
で
は
、
費
用
負

担
額
の
変
更
は
、
過
去
の
実

績
を
勘
案
し
請
求
件
数
の
多

い
白
黒
複
写
を
1
枚　

円
に

10

減
額
し
て
開
示
請
求
者
の
負

担
軽
減
を
す
る
こ
と
と
し
、

カ
ラ
ー
複
写
に
つ
い
て
は
県

内
自
治
体
の
費
用
負
担
額
及

び
社
会
実
態
と
の
均
衡
を
図

る
た
め
1
枚　

円
と
し
た
こ

50

と
の
説
明
に
基
づ
き
全
員
異

議
な
く
原
案
を
可
と
し
た
案

件
と
の
相
違
が
認
め
ら
れ
ま

し
た
の
で
、
全
員
異
議
な
く

「
不
採
択
」と
す
る
こ
と
に
決

し
ま
し
た
。

　○○○に関する
　　　　　請願（陳情）

1. 請願（陳情）の趣旨
2. 請願（陳情）の理由

平成○年○月○日

請願（陳情）者
　住所　
　氏名
大田原市議会議長あて

《表　紙》 《内　容》

紹介議員名
（陳情は不要）

請願・陳情はこんな方法で請願・陳情はこんな方法で請願・陳情はこんな方法で請願・陳情はこんな方法で請願・陳情はこんな方法で 〈請願（陳情）書の書式例〉

■請願（陳情）書は、議会事務局へ持参してください。
■内容は簡単な趣旨、理由、提出日、請願（陳情）者の
住所及び氏名を記載し捺印して提出してください。

■用紙のサイズはA4版でお願いいたします。
■道路や水路等の場合は地図の写しや略図を添付して
ください。
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意見書
提 出

　　

　　月定例会の最終日に議員より「道路整備予算の確保及び道路整備に9

係る補助率等の嵩上げ措置の継続を求める意見書の提出について」及び

「県立高校入学選抜で再募集実施を求める意見書の提出について」が議

長に提出され、可決いたしました。なお、この意見書につきましては、

議長において関係機関へ送付いたしました。

道路整備予算の確保及び道路整備に係る補助率等の嵩上げ措置の継続を求める意見書

　道路は、地域の発展や経済・社会活動を支えるとともに、災害時には住民の命を守るライフラ

インとして機能するなど、生活になくてはならない重要な社会基盤であります。

　本市には、狭隘で見通しの悪い歩道の無い道路など未整備の路線が数多く残されており、交付

金等の財源を元に整備を進めているところですが、住民からの早期改良要望に対応していくには、

財政的に困難な状況となっております。

　現在、道路事業においては、道路整備事業に係る国の財政上の特別措置に関する法律（以下

「道路財特法」という。）の規定により、地域高規格道路や交付金事業の補助率等が嵩上げされて

おりますが、この措置は平成29年度までの時限措置となっております。

　地方創生に全力を挙げて取り組んでいるこの時期に補助率が低減することは、整備が必要な道

路整備に影響が出るばかりではなく、自治体運営にも大きな影響が及ぶこととなります。

　つきましては、今後も地域における道路整備を着実に推進するために、下記の事項について強

く要望します。

記

　．道路整備を着実に推進するための財源及び予算を確保すること。1

　．道路財特法の補助率等の嵩上げ措置について、平成30年度以降も継続すること。2

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成29年　月19日9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　栃木県大田原市議会議長　　引　地　達　雄

提出先：衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、国土交通大臣



（　 ）平成29年11月　日1 おおたわら市 議会だより19

　　

県立高校入学選抜で再募集実施を求める意見書

　県教育委員会は　月16日に開催された　月定例会で、議案「第二期県立高校再編計画案（特例3 3

校）について」を審議し、平成30年度に日光明峰高校を　学級特例校、馬頭高校を　学級特例校2 3

に、益子芳星高校、茂木高校、黒羽高校、那須高校は地域の中学校卒業者数の見込みや入学者数

の状況等を見ながら特例校とする年度を決定し、その前年度に公表することを議決しました。

　これらの高校以外でも定員割れとなることがありますが、隣接県である茨城県、群馬県、埼玉

県そして福島県では定員割れになった場合には再募集を行って定員を満たすことにしています。

この再募集を受験して、これらの県に進学している本県中学生も少なくありません。

　平成27年度入学選抜から普通科も学区制が撤廃され、全県一学区となりました。これにより、

普通科高校の定員は全県的に考えることが必要になったにもかかわらず、再編を考えるときには

従来の学区制を基にするのは矛盾していると言わざるを得ません。

　経済的負担の小さい県立高校で学びたいと、多くの中学生やその保護者が願っています。受け

入れられる学校や科があるのですから、こうした願いに県教育委員会は応えるべきです。また、

地域から高校がなくなることは、当該自治体のまちづくりの観点からも看過できませんし、人口

減少にもつながりかねません。これは県にとっても均衡ある地域の発展が望めないことになり

ます。加えて、定員を満たすことは生徒が納入する授業料収入を予算どおり確保することにもな

り、財政の面からも定員割れの状態を放置していてはならないと考えます。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成29年　月19日9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　栃木県大田原市議会議長　　引　地　達　雄

提出先：栃木県教育委員会

　

本
市
で
は
、
認
知
症
に
対
す

る
正
し
い
知
識
と
理
解
を
持
ち
、

地
域
で
認
知
症
の
人
や
そ
の
家

族
に
対
し
て
自
分
の
出
来
る
範

囲
で
手
助
け
す
る
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
を
養
成
し
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
は
研
修
を
受
け
た
キ
ャ
ラ
バ

ン
メ
イ
ト
が
講
師
と
な
り
実
施

し
ま
す
。
地
域
の
集
会
や
会
社

で
の
勉
強
会
、
学
校
や
子
ど
も

会
な
ど
、
人
が
集
ま
る
機
会
に

お
い
て
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
を
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

市
議
会
で
も
こ
の
講
座
を
未

受
講
の
議
員
を
対
象
に
開
催
し
、

認
知
症
の
正
し
い
知
識
を
学
び
、

現
状
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め

ま
し
た
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
開
催
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告
報
察
視
政
行
会
員
委

告
報
察
視
政
行
会
員
委

告
報
察
視
政
行
会
員
委

議
会
運
営
委
員
会　
7
月　

日
～
8
月
2
日
（
所
管
事
項
調
査
）

31

一　

滋
賀
県
彦
根
市

「
議
会
運
営
全
般
に
つ
い
て
」

　

市
民
の
負
託
に
応
え
る
べ
く
、
議

員
相
互
の
議
論
を
深
め
て
合
意
形
成

を
図
り
、
分
か
り
や
す
く
開
か
れ
た

議
会
を
目
指
し
、
様
々
な
議
会
改
革

を
行
っ
て
い
る
。

「
視
察
対
応
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
　
　

チ
ー
ム
に
つ
い
て
」

　

他
市
町
の
議
員
と
の
意
見
交
換
を

目
的
と
し
て
、
県
内
外
か
ら
の
彦
根

市
へ
の
視
察
に
対
し
て
、
議
員
自
ら

が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
編
成
し
、

対
応
全
般
を
行
っ
て
い
る
。

二　

滋
賀
県
米
原
市

「
議
会
改
革
の
取
り
組
み
と

　

議
会
運
営
全
般
に
つ
い
て
」

　

米
原
市
は
、
議
会
改
革
の
先
進
で

あ
り
、
議
会
報
告
会
・
意
見
交
換
会

で
は
、
市
民
（
地
域
）
だ
け
で
は
な

く
、
各
種
団
体
等
と
も
実
施
し
て
い

る
。
ま
た
、
子
ど
も
議
会
を
開
催
す

る
等
様
々
な
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る
。

三　

岐
阜
県
大
垣
市

「
議
会
運
営
全
般
に
つ
い
て
」

　

一
般
質
問
の
通
告
時
期
、
議
案
の

質
疑
を
含
め
て
の
質
問
方
法
、
補
正

予
算
の
所
管
常
任
委
員
会
で
の
審
査

等
、
本
市
と
は
ま
た
異
な
る
一
連
の

議
会
運
営
の
流
れ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
本
市
同
様
に
政
務
活
動
費

を
廃
止
し
て
い
る
。

大垣市役所にて

　

9
月
定
例
会
の
民
生
常
任
委

員
会
の
開
会
前
に
、
1
名
の
方

が
市
民
5
分
間
演
説
を
行
い
ま

し
た
。「
超
高
齢
化
社
会
を
迎

え
る
今
『
介
護
費
削
減
』
を
真

の
目
的
と
す
る
ほ
ほ
え
み
セ
ン

タ
ー
の
充
実
と
見
直
し
」
に
つ

い
て
の
内
容
で
あ
り
ま
し
た
。

今
後
も
市
民
の
皆
様
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

「
市
民
5
分
間
演
説
」

を
実
施
い
た
し
ま
し
た演説の様子

「
市
民
5
分
間
演
説
」

を
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

大
田
原
市
議
会
で
は
、
市
内

に
在
住
、
在
勤
ま
た
は
在
学
す

る
方
で
、
議
案
に
対
す
る
賛
否

や
市
の
一
般
事
務
に
つ
い
て
、
自

分
の
意
見
を
自
由
に
発
言
す
る

こ
と
が
で
き
る
「
市
民
5
分
間

演
説
」を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
議
員
の
前
で
演
説
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
市
民
の
皆
様

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
議
会
事

務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

（
演
説
申
込
に
つ
い
て
）

　

演
説
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
を
除

く
、
定
例
会
の
各
常
任
委
員
会

開
催
日
3
日
前
の
正
午
ま
で
に

議
会
事
務
局
に
市
民
5
分
間

演
説
申
込
書
（
様
式
第
1
号
）

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

演
説
に
関
す
る
詳
細
に
つ
い
て

は
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
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協議会及び委員会の内容 7月～9月

全
員
協
議
会

7
月　

日
12

（
報
告
事
項
）

1　

新
庁
舎
建
設
工
事
説
明
会
の
開
催
結
果
及
び
大
田
原
市

新
庁
舎
建
設
工
事
起
工
式
に
つ
い
て

2　

平
成　

年
度
栃
木
県
・
大
田
原
市
総
合
防
災
訓
練
の
実

29

施
に
つ
い
て

3　

大
田
原
市
「
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
」
の
配
布
に
つ
い
て

4　

那
須
地
区
消
防
組
合
議
会
臨
時
会
報
告
に
つ
い
て

8
月　

日
10

（
報
告
事
項
）

1　

平
成　

年
度
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
年
次
報
告
書
に

28

つ
い
て

2　

那
須
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
な
す
の
園
民
営
化
に
つ
い
て

3　

敬
老
関
係
事
業
に
つ
い
て

4　

第
7
回
幸
齢
者
ス
ク
ー
ル
の
開
催
に
つ
い
て

5　

那
須
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
臨
時
会
報
告
に
つ

い
て8

月　

日
28

（
協
議
事
項
）

1　

世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
に
お
け
る
9
月
議
会
の
対

応
に
つ
い
て

9
月　

日
19

（
報
告
事
項
）

1　

地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
事
業
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

2　

新
庁
舎
の
外
観
及
び
内
観
に
係
る
イ
メ
ー
ジ
パ
ー
ス
に

つ
い
て

3　

第
3
次
大
田
原
市
行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
く
年
度
別
実

施
計
画
の
平
成　

年
度
実
績
に
つ
い
て

28

4　

大
田
原
市
消
防
団
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
実
施
に
つ
い
て

5　

原
子
力
災
害
時
に
お
け
る
常
陸
大
宮
市
民
の
県
外
広
域

避
難
に
関
す
る
協
定
の
締
結
に
つ
い
て

6　

大
田
原
市
高
齢
者
運
転
免
許
証
自
主
返
納
推
進
事
業
の

無
料
乗
車
期
間
の
延
長
に
つ
い
て

7　

大
田
原
市
柔
道
事
故
調
査
委
員
会
報
告
書
に
つ
い
て

8　
『
第　

回
大
田
原
市
文
学
サ
ロ
ン「
走
る
」文
学
～
大
田
原

15

マ
ラ
ソ
ン　

回
大
会
に
寄
せ
て
～
』の
開
催
に
つ
い
て

30

9　

議
会
運
営
委
員
会
行
政
視
察
の
報
告
に
つ
い
て

決
算
審
査
特
別
委
員
会

9
月
6
日

1　

委
員
長
及
び
副
委
員
長
の
互
選
に
つ
い
て

2　

分
科
会
の
設
置
に
つ
い
て

3　

会
議
日
程
に
つ
い
て

9
月　

日
11

1　

各
分
科
会
（
第
1
分
科
会
、
第
2
分
科
会
）

9
月　

日
12

1　

各
分
科
会
（
第
3
分
科
会
、
第
4
分
科
会
）

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

8
月　

日
28

1　

大
田
原
市
議
会
申
し
合
わ
せ
事
項
（
案
）
に
つ
い
て

総
務
常
任
委
員
会

9
月　

日
11

1　

付
託
案
件
の
審
査

建
設
産
業
常
任
委
員
会

8
月　

日
10

1　

所
管
事
項
調
査

9
月　

日
12

1　

付
託
案
件
の
審
査

文
教
常
任
委
員
会

9
月　

日
12

1　

付
託
案
件
の
審
査

議
会
運
営
委
員
会

8
月　

日
22

1　

一
般
質
問
通
告
に
つ
い
て

8
月　

日
28

1　

平
成　

年
第
3
回
市
議
会
定
例
会
の
運
営
に
つ
い
て

29
9
月
6
日

1　

市
民
5
分
間
演
説
に
つ
い
て

9
月　

日
19

1　

議
員
案
に
つ
い
て

9
月　

日
13

1　

全
体
会

議
会
広
報
広
聴
委
員
会

7
月　

日
14

1　

議
会
だ
よ
り
の
発
行
に
つ
い
て

2　

議
会
報
告
会
の
報
告
書
作
成
に
つ
い
て

9
月　

日
20

1　

議
会
だ
よ
り
の
協
議
に
つ
い
て

　

大
田
原
市
、
那
須
塩
原
市
、
那
須
町
の
三
市
町
議
会

議
員
に
よ
る
那
須
地
区
議
員
交
流
会
が
大
田
原
市
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

交
流
会
に
お
け
る
研
修
内
容
は
、「
大
田
原
市
地
域

お
こ
し
協
力
隊
員
の
活
動
報
告
」、「
大
田
原
市
婚
活
マ

ス
タ
ー
制
度
」、「
中
心
市
街
地
再
開
発
の
事
業
概
要
」

で
あ
り
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
や
市
職
員
な
ど
が
講

師
を
務
め
ま
し
た
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

の
活
動
報
告
で
は
空
き

家
・
空
き
事
務
所
の
再
利

活
用
な
ど
に
つ
い
て
、
婚

活
マ
ス
タ
ー
制
度
で
は
今

ま
で
の
成
婚
実
績
な
ど
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
中

心
市
街
地
再
開
発
の
事
業

概
要
に
つ
い
て
は
ト
コ
ト

コ
大
田
原
を
中
心
と
し
た

に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
つ
い

て
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

那
須
地
区
議
員
交
流
会

研修の様子
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9
月
の
市
議
会
を
傍
聴
し
ま
し
た
。

学
童
保
育
に
関
す
る
質
問
と
答
弁
を

学
童
保
育
の
支
援
員
仲
間
と
興
味
深

く
聴
き
入
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
・
子
育
て
新
制
度
が
で
き

て
、
今
、
子
育
て
を
取
り
巻
く
環
境

は
大
き
な
変
化
の
途
中
に
あ
り
ま
す
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
学
童
保
育
）

も
、
国
か
ら
「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

運
営
方
針
」
が
示
さ
れ
て
、
全
国
の

す
べ
て
の
児
童
ク
ラ
ブ
に
お
け
る
育

成
支
援
に
つ
い
て
、
一
定
水
準
の
質

の
確
保
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
対
象
と
さ
れ
る
子
ど
も
の

年
齢
が
広
が
り
、
そ
の
支
援
の
内
容

も
社
会
の
変
化
に
対
応
し
て
多
様
化

し
て
き
て
、
支
援
員
の
仕
事
内
容
は

複
雑
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
の
市
議
会
で
は
、
こ
れ
か

ら
の
学
童
保
育
に
つ
い
て
話
し
合
わ

れ
ま
し
た
。
今
後
の
入
所
児
童
数
の

見
込
み
や
放
課
後
児
童
支
援
員
の
資

格
取
得
の
状
況
な
ど
の
ほ
か
、
支
援

員
の
処
遇
に
関
す
る
問
題
、
今
後
の

公
設
民
営
児
童
ク
ラ
ブ
の
管
理
の
あ

り
方
等
々
、
支
援
員
に
と
っ
て
は
学

童
保
育
が
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
、

大
田
原
の
子
ど
も
達
の
放
課
後
を
市

は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
、
と
て
も

気
に
な
っ
て
い
た
内
容
で
し
た
。

　

今
年
度
、
市
内
に
あ
る
学
童
保
育

館
に
は
8
6
4
名（
5
月
1
日
現
在
）

の
小
学
生
が
通
っ
て
き
て
い
ま
す
。

小
学
生
の
4
人
に
1
人
の
割
合
に
な

る
で
し
ょ
う
か
。
長
期
休
み
時
も
学

童
保
育
館
で
過
ご
す
子
ど
も
達
は
、

1
年
間
を
学
校
で
過
ご
す
よ
り
も
長

い
時
間
を
学
童
保
育
館
で
過
ご
し
ま

す
。
保
護
者
の
働
き
方
を
保
障
し
、

子
ど
も
達
に
は
居
心
地
の
良
い
、
安

心
で
き
る
居
場
所
と
し
て
の
学
童
保

育
館
づ
く
り
が
望
ま
れ
ま
す
。

〈浅香〉

長谷川　江里子 さん

議

誌
日
会

7
　月

7
日　

那
須
地
区
消
防
組
合
議
会
臨
時
会

　

日　

全
員
協
議
会

12
　

日　

広
報
広
聴
委
員
会

14
　
　

○
栃
木
県
市
議
会
議
長
会
議
及
び
研
修

会

　

日　

那
須
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会

27

臨
時
会

　

日　

議
会
運
営
委
員
会
行
政
視
察
（
滋
賀

31

県
彦
根
市
、
滋
賀
県
米
原
市
、
岐
阜

県
大
垣
市
8
月
2
日
ま
で
）

8
　月

　

日　

全
員
協
議
会

10
　
　

○
建
設
産
業
常
任
委
員
会
所
管
事
項
調

査

　

日　

議
会
運
営
委
員
会

22
　

日　

那
須
地
区
議
員
交
流
会

24
　

日　

県
北
5
市
議
長
会
議

25
　

日　

全
員
協
議
会
（
臨
時
）

28
　
　

○
議
会
運
営
委
員
会

　
　

○
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

9
　月

4
日　

平
成　

年
第
3
回
市
議
会
定
例
会
招

29

集
（
議
案
上
程
）

6
日　

本
会
議
（
議
案
質
疑
・
一
般
質
問
）

　
　

○
決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　

○
議
会
運
営
委
員
会

7
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

8
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

　

日　

総
務
常
任
委
員
会

11
　
　

○
決
算
審
査
特
別
委
員
会
第
1
及
び
第

2
分
科
会

　

日　

建
設
産
業
常
任
委
員
会

12
　
　

○
文
教
常
任
委
員
会

　
　

○
決
算
審
査
特
別
委
員
会
第
3
及
び
第

4
分
科
会

　

日　

決
算
審
査
特
別
委
員
会
全
体
会

13
　

日　

本
会
議
（
議
決
）

19
　
　

○
議
会
運
営
委
員
会

　
　

○
全
員
協
議
会

　

日　

広
報
広
聴
委
員
会

20
　

日　

那
須
市
町
村
議
会
議
長
会
臨
時
会
及

28

び
勉
強
会

　
　

○
那
須
地
区
議
員
交
流
会
意
見
交
換
会


